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自己覚知を促す心理劇を活用したソーシャルワーク演習
松 山 郁 夫
Social Work Exercise of Psychodrama to Promote Self-Awareness
Ikuo MATSUYAMA
要 旨
相談援助演習における心理劇の各役割が、どのように自己覚知に影響を及ぼすのかを検討した。即
興劇を実施後、話しかける役、話しかけられる役、観客の役、及び寸劇に関する各感想を箇条書きで
記述してもらい、その内容を分析した。その結果、話しかける役を演じると役割行為を遂行するよう
に図ったり、自己の内面を感じ取ったりすること、話しかけられる役割を演じると自己の内面を感じ
取りながら、自己覚知を深めるように作用すること、及び観客の役は客観的な立場で劇を見ていなが
らも、自己覚知にも影響を及ぼすこと等が考察された。
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Ⅰ はじめに
我が国では、少子高齢社会の進展に伴い、これまで以上に社会福祉制度の体系的な整備、財政措置の拡
大、及び社会資源のネットワーク化が課題となっている。ソーシャルワーカーには社会福祉サービスの質
を向上させるために、対人援助に対する技量の向上が求められている。ソーシャルワークは、ソーシャル
ワーカーとクライエントとの専門的対人関係として成立し展開していく。面接者の共感的な姿勢は、それ
自体で相手を支える意味を持っている1）。このため、ソーシャルワーカーにはクライエントの置かれてい
る状況を理解し、的確な対応ができるように自らの価値観、行動や反応パターンなどに気づき、自覚して
おくことが不可欠となる。
2008年4月に、厚生労働省社会・援護局から出された「社会福祉士及び介護福祉士養成課程における教
育内容等の見直しについて」のなかで、ソーシャルワークについての演習である相談援助演習（以下、相
談援助演習と記す）の内容として、集団指導を通して具体的な援助場面を想定した実技指導（ロールプレ
イング等）を中心とする演習形態により行うことがあげられている。このため、多者関係のなかで、ダイ
ナミックなロールプレイングによる体験ができる心理劇の活用が考えられる。
心理劇の手順は、実施上の注意事項を説明した後ウォーミングアップ（第1相）となる。その後、劇化
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（第2相）、シェアリング（第3相）と進行する。劇化が容易になるように、参加者全員でお互いの気持
ちを感じとりながらウォーミングアップが行われるため、劇化（第2相）だけでなくウォーミング・アッ
プ（第1相）自体にも、自己覚知を促進する要素がかなり含まれていると考えられる。現時点では、心理
劇を活用した相談援助演習が参加者の自己覚知に及ぼす影響について、以下の報告がなされている。
心理劇において、即興で状況に応じた自発的な適応行為をすることが自己覚知に影響を及ぼし、ウォー
ミングアップの段階でイメージアップを図る体験が、自発的適応行為と自己覚知に繋がる2）。演者の感情
を参加者で共有し問題が解決すると自己覚知がなされるため、相手の状況や気持ちを察し、適応行為をと
るようになる3）。非言語による表現をすると様々なイメージが思い浮かぶだけでなく、イメージや心情を
伝える性質を認識するようになり、非言語的コミュニケーションを体験すると自己覚知を促す4）。役割行
為がパーソナリティの発展につながったり、ある役割を演じる体験から生じた感情や考えを述べると自己
洞察につながったりする5）。このように、心理劇は参加者の自己覚知を促進することが明らかにされてい
る。
したがって、相談援助演習において心理劇を使用すると、ウォーミングアップ（第1相）、劇化（第2
相）、シェアリング（第3相）におけるどの相においても、参加者の自己覚知を促すと考えられる。この
ため、相談援助演習において、心理劇における演者（主役、補助自我）、観客の役割がどのように自己覚
知に影響を及ぼしているのかが明らかにされれば、より自己覚知を深める効果的な演習を行うことが容易
になる。
以上より、本研究の目的は、相談援助演習における心理劇の各役割が、どのように自己覚知に影響を及
ぼすのかを検討することとする。
Ⅱ 方 法
本研究では、2012年度の相談援助演習において自己覚知の促進を目標として、2回に亘って6人の学生
を対象に行った心理劇の場面について検討する。心理劇を活用した演習は、机や椅子を動かして心理劇が
できるスペースが確保できる講義室で、1回あたり90分程度実施した。なお、倫理的配慮として事前に、
学生に行った演習後に書いてもらった感想を心理劇の活用に関する研究に使用することがあるが、個人の
プライバシーは保護されること、感想に関する授業成績への影響はないことを説明し、全員から同意を得
ている。
ウォーミングアップで「一人十役」と称した演習を実施した。演習の目標は、寸劇において参加者が架
空の役割をできるだけ多くとること、相手の意図を察した上で適切な対応をすること、演者のやりとりに
含まれる感情を察すること、及びある役割を演じたときに生じた感情や考えを表現することとした。
実施方法については、椅子に座っている人のもとへ、主役である「話しかける役」が歩きながら何かの
役になりきって、補助自我である「話しかけられる役」に話しかける。その後、数往復の会話をし、元の
位置に戻ってまた違う誰かになりきって歩いて行って、相手に話しかけていくことを繰り返した。主役は
そのたびに違う誰かになりきった。なりきる役を思いつかないときは、歩きながらなりきる役や台詞を考
えるようにした。役が思いつかなくなったら次の参加者に交代して、同様の過程を繰り返した。その際、
椅子に座って話しかけられる役を演じる参加者も交代することとした。両方の役割を演じている役以外の
参加者は観客の役割をとることとした。
このように、参加者全員が話しかける役と話しかけられる役、及び観客の役を体験できるようにした。
全員が演じた後、シェアリングを実施し、参加者全員から感想を述べてもらった。心理劇終了後30分間で、
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参加者全員から話しかける役、話しかけられる役、観客の役、及び寸劇に対して、各々において感じたこ
とを思いつく範囲で箇条書きをしてもらった。全部の文章に含まれている内容を検討したうえで分類し、
その内容を分析し、考察した。
Ⅲ 結 果
1．演じられた場面
「一人十役」と称した合計61場面の寸劇が演じられた。どの場面においても数往復の会話がなされた。
その中から一例ではあるが6場面を記す。なお、Ａは話しかける役、Ｂは話しかけられる役である。
場面①
Ａ：「すみません、この辺にコンビニありますか。」
Ｂ：「あっちの信号機のある交差点を渡ったところにコンビニはありますよ。車の通行が多いので、気を
つけて信号を渡ってください。」
Ａ：「そうですか、助かりました。どうもありがとうございます。」
場面②
Ａ：「佐賀に遊ぶところはありますか？」
Ｂ：「佐賀はありませんねえ。何がしたいのですか？」
Ａ：「小さい子供を連れて、一緒に遊びたいのですけど」
Ｂ：「それなら遊具がいっぱいある広い公園で遊園地もある神野公園、そして自然がいっぱいの多布施川
河畔公園がありますよ」
場面③
Ａ：「あなたのネックレス素敵ですね。」
Ｂ：「これ、ゆめタウンで買ったのですよ。」
Ａ：「いいですね。ネックレスの種類は多いのですか？」
Ｂ：「たくさんあって、選ぶのが大変です。あなたも行ってみてはいかがですか？」
Ａ：「はい、今度の休みに行ってみようかな。楽しくなってきました。」
場面④
Ａ：「そのスカートおしゃれで色も鮮やかでいいですね。」
Ｂ：「ありがとうございます。」
Ａ：「それ何円ぐらいですか？」
Ｂ：「セールだったので、いつもの半額の4，900円でした。」
Ａ：「えーそんなに安かったのですか！」
Ｂ：（得意げな表情と仕草で）「私、皆から買い物上手ってよく言われるのよ。」
場面⑤
腰の曲がった老人ＡがＢの目の前でお金を落としてしまう。
Ａ：「お金を落としてしまいました。」
Ｂ：「おじいちゃん大丈夫ですか？ 心配しないでください。お金を拾うのを手伝いますよ。」
（お金を一緒に拾うことがしばらく続き、漸くお金を拾い終えたＢはおじいちゃんにお金を手渡した）
Ａ：「ありがとう。親切な娘さんだねー。助かりましたよ。」
Ｂ：「そんな、そんな、どういたしまして。」
自己覚知を促す心理劇を活用したソーシャルワーク演習 153
場面⑥
Ａ：「雨が降ってきましたね。」
Ｂ：「本当ですね。ところで、あなたは傘を持ってきていないのですね。」
Ａ：「そう言うあなたも持っていないみたいですね。」
Ｂ：「濡れないように、一緒に雨宿りするしかないですね。」
Ａ：「そうですね。私、暇なので、雨が上がるまでゆっくり話をしましょうか」
Ｂ：「いいですね。よろしくお願いします。」
2．話しかける役割を演じての感想
話しかける役割を演じての感想は、「すばやく場面設定をしなければならないので難しかった。」、「瞬時
に演じる役割を考えるのが難しかった。」等、①役割行為を思い浮かべること、「役割行為を重ねていくほ
ど、日常では想像できないような普段とはかけ離れた自分を演じた気がした。」、「すぐに相手が応答しな
かったときに悲しい気持ちになったため、話しかけたら必ず相手は応答してくれるという気持ちでいたこ
とに気付いた。」等、②自己の内面について感じたこと、「演じる役割と状況の設定の仕方によって、相手
との話が弾んだり弾まなかったりする。」、「こういう流れになるかなと想定していても、逆に受け手側の
意外な返答がくると返すのに困った。」等、③相手に自分の考えを伝えること、及び「相手に不信感を抱
かせないように話しかけることに難しさを感じた。」、「自分の中では近所のおばさんとかになったつもり
で演じてみたが、相手を戸惑わせてしまったような気がした。」等、④相手に誤解を与えないようにする
こと、以上からなっていた（表1）。
表1 話しかける役割を演じての感想
①役割行為を思い浮かべること
・すばやく場面設定をしなければならないので難しかった。
・瞬時に演じる役割を考えるのが難しかった。
・1回目の時は日常を少しイメージすると、何個か出てきて苦労はしなかった。
・4～5回目位から演じる場面や役割行為が思い浮かばなくなってきた。
・回数を重ねるほど演じることが思い浮かばなくなった。
・最後になってくると、ネタがつきて大変だった。
・実際する前は短編の物語なので、案外ネタが出そう思っていたが、前に立って演じてみると上手く
いかなかった。
②自己の内面について感じたこと
・役割行為を重ねていくほど、日常では想像できないような普段とはかけ離れた自分を演じた気がし
た。
・すぐに相手が応答しなかったときに悲しい気持ちになったため、話しかけたら必ず相手は応答して
くれるという気持ちでいたことに気付いた。
・相手がどんな反応をするのか様子を窺いながら話しかけた。
・私の話しかける内容は、相手の容姿を見て感想を言ったり、自分が困ったことに対して援助を求め
たりすることが多かった。
・演じることが少し恥ずかしかった。
③相手に自分の考えを伝えること
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・演じる役割と状況の設定の仕方によって、相手との話が弾んだり弾まなかったりする。
・こういう流れになるかなと想定していても、逆に受け手側の意外な返答がくると返すのに困った。
・自分の考えを的確に伝えるのが難しかった。
・ジェスチャーを入れた方が伝わると思った。
④相手に誤解を与えないようにすること
・相手に不信感を抱かせないように話しかけることに難しさを感じた。
・自分の中では近所のおばさんとかになったつもりで演じてみたが、相手を戸惑わせてしまったよう
な気がした。
・相手が返しやすいように話しかけるのも技術がいると思った。
3．話しかけられる役割を演じての感想
話しかけられる役割を演じての感想については、「最初の頃はどんな話題がくるのだろうといった不安
があった。」、「自分は受け手で、何も身構えすることができないので、何を言われるか不安だった。」等、
①不安を感じたこと、「話しかける役割よりも話しかけられる方が演じやすかった。」、「設定によってどの
くらい馴れ馴れしく行ってよいのかを判断しなければいけないような気がした。」等、②演じ方について
感じたこと、「話し手をしたときと比べると、自分は受け手の方が演じやすかった。」、「相手に合わせるの
で、話しかける役よりやりやすかった。」等、③話しかけられる役割の方が演じやすいこと、「途中から楽
しくなって、相手の気分や調子に合わせることができて楽しかった。」、「観客役として見ていた場面と同
じような状況のときは、同じように演じようと思い、瞬時に返すことができて面白かった。」等、④楽し
さを感じたこと、及び「場面が変わることもあるため、臨機応変に対応する能力が身に付く気がした。」、
「急に相手が腰を曲げて歩いて来たので驚いたが、老人をやっているのだなとわかると、自然と自分も体
勢を低くしていた。」等、⑤場面の転換に対して感じたこと、以上からなっていた（表2）。
表2 話しかけられる役割を演じての感想
①不安を感じたこと
・最初の頃はどんな話題がくるのだろうといった不安があった。
・自分は受け手で、何も身構えすることができないので、何を言われるか不安だった。
・どのような話題が振られるか不安だった。
・なんとなく返答に気を使ってしまう。
・話しかける内容は人それぞれ違うため、それぞれに対応して演じることに不安を感じた。
・どういう話題が来るかがわからないし、なんとなく身構えてしまった。
②演じ方について感じたこと
・話しかける役割よりも話しかけられる方が演じやすかった。
・設定によってどのくらい馴れ馴れしく行ってよいのかを判断しなければいけないような気がした。
・適当に返答してはいけないので難しかった。
・返答しやすい時としにくい時があるなと感じた。
・いかに話題をつなげられるかは受け手次第と感じた。
③話しかけられる役割の方が演じやすいこと
・話し手をしたときと比べると、自分は受け手の方が演じやすかった。
・相手に合わせるので、話しかける役よりやりやすかった。
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・道を尋ねられるなど、話しかけられるのよりもとても対応しやすかった。
・知っている人同士だったからかもしれないが、身構えることなく自然に演じることができた。
④楽しさを感じたこと
・途中から楽しくなって、相手の気分や調子に合わせることができて楽しかった。
・観客役として見ていた場面と同じような状況のときは、同じように演じようと思い、瞬時に返すこ
とができて面白かった。
・相手の発言に対して、思いつくままに返答できて面白かった。
・自然な感じで架空と現実を織り交ぜて返答できて楽しかった。
・相手の問いかけに自然な感じで返すことができてよかった。
・恥ずかしさを感じることなく楽しく演技できた。
⑤場面の転換に対して感じたこと
・場面が変わることもあるため、臨機応変に対応する能力が身に付く気がした。
・急に相手が腰を曲げて歩いて来たので驚いたが、老人をやっているのだなとわかると、自然と自分
も体勢を低くしていた。
・相手が目の前で小銭を落としたので最初は驚いたが、自分がすべき行動がすぐ思いついたのでやり
やすかった。
・自分には思いつかないような場面と役割で話しかけられると、返答につまった。
4．観客の役割における感想
観客の役割における感想については、「みんなのやりとりを見て面白かった。」、「会話が途切れた時に自
然と違う質問を投げかけたりしている場面を見て感心した。」等、①寸劇の面白さ、「人によって全然違う。」、
「演じ方に個性が出ていた。」等、②演者の個性について、「観客役が演者に比べて、考える時間がある分、
楽だった。」、「客観的に見ることが出来るので、実際自分が受け手側に立った時の対応の参考になった。」
等、③観客の役割をして感じたこと、「気まずそうな時と会話が弾んでいる時がある気がした。」、「相手を
褒める感じで始めたら会話が弾んだように見える場面があった。」等、④場面の雰囲気に対して感じたこ
と、及び「ジェスチャーを使った方が分かりやすい気がした。」、「ジェスチャーが豊富な人とそうでない
人が見られた。」等、⑤演技のスキルについて感じたこと、以上からなっていた（表3）
表3 観客の役割における感想
①寸劇の面白さ
・みんなのやりとりを見て面白かった。
・会話が途切れた時に自然と違う質問を投げかけたりしている場面を見て感心した。
・普段あんまり会話をしない人の演技を見て、こんなにも表情豊かだと思えるなどの新たな一面だっ
た。
・相手の言動に対して不審がらずに対応しているところに感心した。
・他の人の発想の豊富さに驚いた。面白かった。
・演じることについて、各人の個性が出ていて見ていて面白かった。
②演者の個性について
・人によって全然違う。
・演じ方に個性が出ていた。
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・ジェスチャーを使う人と使わない人に分かれた。
・人によって場面設定が日常的であったり、非日常的であったり様々だと思った。
・普段の自分のままで道を尋ねたり、相談をしたりしする人もいれば、突発的に何かを要求したり老
人を演じたり等、まったく違っていた。
③観客の役割をして感じたこと
・観客役が演者に比べて、考える時間がある分、楽だった。
・客観的に見ることが出来るので、実際自分が受け手側に立った時の対応の参考になった。
・皆、演じる内容や役割を考えるのに苦労しているようだった。
・皆、演じる内容や役割なかなか思いつかない様子ながらも、楽しそうだった。
④場面の雰囲気に対して感じたこと
・気まずそうな時と会話が弾んでいる時がある気がした。
・相手を褒める感じで始めたら会話が弾んだように見える場面があった。
・普段の生活と雰囲気が違って違和感があったのが一番大きい。
⑤演技のスキルについて感じたこと
・ジェスチャーを使った方が分かりやすい気がした。
・ジェスチャーが豊富な人とそうでない人が見られた。
・人によっては動作を付けたり、顔の表情を変えたりしていて演技力が高いなと思った。
5．寸劇に対する感想
寸劇に対する感想は、「いざ演じてみると、思っていたよりも難しかった。」、「話を考える方よりも話題
を待つ方が難しいように感じた。」等、①演じることの難しさ、「ひとりひとり演じ方がまったく違って、
観ていてとても面白かった。」、「その人の性格というか個性がはっきり表れていたと感じた。」等、②演じ
ることの面白さ、「即興劇を行うと、相手の気持ちや立場を考えて発言しないといけないなと改めて感じ
た。」、「実際に試したことによって、社会適応が難しいクライエントにとったら良い手法などではないか
と感じた。」等、③即興劇の特性、「人生で何役もするという経験はしないと思うから、この演習で体験で
きてよかったと思う。」等、④演じてよかったこと、及び「言葉だけでは伝わりにくいこともあるので身
振りを織り交ぜながら演じると一層分かりやすいものになると思った。」等、⑤演じることの工夫、以上
からなっていた（表4）。
表4 寸劇に対する感想
①演じることの難しさ
・いざ演じてみると、思っていたよりも難しかった。
・話を考える方よりも話題を待つ方が難しいように感じた。
・普段友達などと話すときは気軽にぽんぽん思い浮かぶことも、劇となると自然な回答をするのは結
構難しいと感じた。
・今まで、他人になりきって演じるということはしたことがなかったので正直とても難しかった。
・演じるのが1～2役ならまだ余裕があったと思うが、何人もの役を演じるのは演じる内容を考える
だけで精一杯だった。
・途中で場面が思い浮かばなくなって焦ってしまったが、何とか乗り切ることができたので良かった。
・一人でいくつかの役を演じることは難しく、実際に自分が普段遭遇するような場面を再現している
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ようなものになってしまった。
・瞬時に自分の頭の中で場面を設定しても、相手の言葉によって場面が変わり、それに合わさなけれ
ばならなくなる点が難しかった。
②演じることの面白さ
・ひとりひとり演じ方がまったく違って、観ていてとても面白かった。
・その人の性格というか個性がはっきり表れていたと感じた。
・即興劇は架空の世界であるため、周りを気にせずに自分の本来思うことやイメージしたことを演じ
られる楽しさがあった。
・恥ずかしさと、いろんな役割行為をすることができるのかという不安があったが、やってみると役
割に集中でき、不安はなくなり楽しく取り組めた。
・初めてこのような経験をして、新しい自分や友達を見ることができた気がする。機会があったらも
う一度やってみたい。
・面白かったので、次はさらに具体的な役になりきって、相手ともう少し長くやり取りを楽しみたい。
③即興劇の特性
・即興劇を行うと、相手の気持ちや立場を考えて発言しないといけないなと改めて感じた。
・実際に試したことによって、社会適応が難しいクライエントにとったら良い手法などではないかと
感じた。
・劇の世界と現実の世界が混合してしまったら一般社会に影響を及ぼしてしまうので気をつけないと
いけないとも思った。
・ソーシャルワーカーには、様々な人が相談にくることや予期せぬ反応や言葉が返ってきたとき、相
手を尊重しながら柔軟に対応することが求められるため即興劇の体験が必要と感じた。
④演じてよかったこと
・人生で何役もするという経験はしないと思うから、この演習で体験できてよかったと思う。
・受け手側がワーカーにあたるので、実際にクライエントと即興劇をした際に、臨機応変な対応が可
能になれるように少しずつ機会があったら挑戦したいと思った。
・初めて即興劇を経験して、劇とかはあまり好まないタイプなのだが、意外とすんなり入り込めて楽
しくすることが出来た。
⑤演じることの工夫
・言葉だけでは伝わりにくいこともあるので身振りを織り交ぜながら演じると一層分かりやすいもの
になると思った。
・子供、老人、男性、警官等の具体的な役になりきって演じればさらに多種多様な会話ができたと思
うし会話が広がっていっただろう。
Ⅳ 考 察
話しかける役割を演じての感想は、①役割行為を思い浮かべること、②自己の内面について感じたこと、
③相手に自分の考えを伝えること、④相手に誤解を与えないようにすること、以上から成り立っていた。
ソーシャルワーク演習ではウォーミングアップ（第1相）の段階で、さまざまなテーマでイメージアップ
を図る体験をすることが自発的適応行為を誘発し、自己覚知に繋がる6）。このため、話しかける役割であ
る主役をすると、様々なテーマを演じるためにある役割を思い浮かべ、相手に対して自分の考えを伝えた
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り、相手に誤解を与えないように配慮したりして、役割行為を遂行するように図ること、及び自己の内面
を感じ取るようにも作用していることが窺える。
話しかけられる役割を演じての感想は、①不安を感じたこと、②演じ方について感じたこと、③話しか
けられる役割の方が演じやすいこと、④楽しさを感じたこと、⑤場面の転換に対して感じたこと、以上か
ら成り立っていた。つまり、話しかけられた内容は、相手との関わりにおいて自己の内面について感じた
ことからなっていた。相手から話しかけられる役割を演じることで、相談を受けることに対する不安感、
気持ちや意図を察することの難しさを感じると指摘されている7）。ソーシャルワークの分野において用い
られている自己覚知（self-awareness）については、援助者が他者と自分をも含めた状況（援助関係やそ
の時々に起こっている事柄）を的確に理解し、とらわれなく対象者に相対できるように、ありのままの自
己に気づき受容することをさす。また、自らの価値観、偏見、先入観、行動や反応パターン、パーソナリ
ティなどのより深い自覚として捉えられる8）。したがって、話しかけられる役割である補助自我を演じる
ことは、自己の内面を感じ取りながら、自己覚知を深めるように作用しているものと考えられる。
観客の役割からの感想は、①寸劇の面白さ、②演者の個性について、③観客の役割をして感じたこと、
④場面の雰囲気に対して感じたこと、⑤演技のスキルについて感じたこと、以上からなっていた。観客の
存在は、演者にとって自己に対する自然の客観的な眼になる。それは恥ずかしさを生むこともあるが、自
己の内面に取り入れられて鋭い自己観察を可能にする。また他方、観客は演者によって新しい体験を学習
して認知を広げる。演者を観察することで自分を顧み、演者と同一視することでその体験をシェアする9）。
このため、観客の場合、客観的な立場で劇を見ているにもかかわらず、自己覚知にも影響を及ぼすといえ
よう。
寸劇に対する感想は、①演じることの難しさ、②演じることの面白さ、③即興劇の特性、④演じてよかっ
たこと、⑤演じることの工夫、以上からなっていた。心理劇では、参加者がいろいろな役割をいろいろな
状況下で演じることにより、自己表現、自己洞察を可能にするよう、補助自我や監督、観客が携わってい
く10）。この過程が自己覚知に影響を及ぼすと考えられる。また、心理劇では行動の主体としての心、意志、
感情へのフィードバックが重視される。ある役割を演じた結果生起した感情や考えが語られていたため、
行動の主体としての心、意志、感情へのフィードバックがなされていたことが窺える。人間性を感じとり、
それに接するときの楽しさや喜びも大きくなる11）。寸劇全体を通して、演じることの難しさと面白さとい
う、アンビバレンスな感情が生起していたこと、及び心理劇に対する意義を捉えようとしていたことが推
察される。
以上より、主役である話しかける役割、補助自我である話しかけられる役割、観客の役割の各体験、及
び寸劇に対する各感想を検討すると、役割行為は、自己覚知を深めるように作用すると判断される。また、
自己覚知とは自らの態度や感情を十分に知っていることで、究極的には他者に対する受容をもたらすと捉
えられるようになっている12）。このため、他者を受容することにも影響を及ぼしているといえる。
Ⅴ 結 論
本研究では、心理劇を活用した相談援助演習において、①主役である話しかける役を演じると役割行為
を遂行するように図ったり、自己の内面を感じ取ったりする。②補助自我である話しかけられる役割を演
じると、自己の内面を感じ取りながら、自己覚知を深めるように作用する。③観客の役は客観的な立場で
劇を見ているにもかかわらず、自己覚知にも影響を及ぼす。④寸劇では、演じることの難しさと面白さと
いうアンビバレンスな感情が生起し、心理劇に対する意義を捉えようとする。⑤役割行為は、自己覚知を
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深めることや他者を受容することに影響を及ぼす。以上のように、心理劇の各役割を体験すると参加者の
自己覚知に影響を及ぼすと考察した。
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